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本年 4 月から医師働き方改革が正式にス
タートしたが，「労働」と「自己研鑽」の区別
など，曖昧な部分もあり，いまだその対応に苦
慮されている医療機関も少なくないと思われ
る。かつては夜間に緊急内視鏡を行う際には
何処からともなく若い内視鏡医が集まり，直接
治療には関わらずとも，その手技を見学して
各個人の内視鏡技術のスキルアップに繋げて
いた。しかし，今は原則として，「業務上必須
ではない見学を，上司の明示・黙示による指
示なく，自由意思に基づき自ら申し出て行う時
間については，在院して行う場合であっても労
働時間に該当しない」とされる。もちろん，そ
の手技に関わる医療行為を行えば労働だが，
労働時間の上限が明確に規定されていること
も相まって，若い医師達が緊急内視鏡処置を
学ぶ機会は減っているのが実情であろう。
消化管静脈瘤破裂による出血は生命に関わ

る大きなイベントであり，迅速かつ的確な治療
が求められる。また，出血させない予防的静
脈瘤治療も重要であり，これまで種々の研究
によって解明されてきた「risky varices」の病
態を理解し，血行動態に応じた的確な治療戦
略を組み立てる必要がある。しかしながら，
ウイルス性肝炎の治療の進歩も相まって（良
きことではあるが），以前に比して実臨床の現
場で静脈瘤治療に関わる機会が少なくなって
きたこと，また，静脈瘤に対する内視鏡治療
のハンズオントレーニングが実施されていない
実情において，その教育が大きな問題とされ
ている 

本号は，「消化管静脈瘤診療 update」の名
の通り，本邦における現在の消化管静脈瘤診
療に関わる全てが網羅されており，厚い教科
書に匹敵するほどの内容が，この 1 冊に凝縮
されている。内視鏡診療を主体として構成さ
れているが，静脈瘤治療においては，薬物療
法，IVR，外科手術も含めた集学的治療が必
要な場合も少なからずあるため，「内視鏡医が
知っておきたい門脈圧亢進症診療」の項も設
けており，多くの内視鏡医にとって参考になる
であろう。また，いくつかの動画も収録されて
おり，消化管静脈瘤診療の教育ツールとして
も必要かつ十分な内容と考える。是非，座右
の書として頂ければ幸いである。なお，消化
管静脈瘤診療を行うにあたり，門脈血行動態
と門脈圧亢進症の病理を理解することは，安
全かつ効果的な治療遂行に大変重要である。
本号の総論 2 編については，何度も読み返し
て理解を深めて頂きたい。

今回，Planner の意をしっかりと汲んで頂
き，素晴らしい内容をご執筆頂いた全ての先
生方に厚く感謝を申し上げるとともに，本特集
号が全ての消化管静脈瘤患者，そして全ての
消化器内視鏡医にとって有益になることを祈
念し，編集後記を終える。

（獨協医科大学医学部内科学（消化器）講座
入澤篤志）
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